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１ 実践のテーマ 

「支持的風土の醸成と自立を促す生徒指導の戦略的実施」 

～自己肯定感を高める学校教育の推進～」 

２ テーマ設定の理由 

近年，社会の急激な変化や核家族化・少子化の影響から児童は社会性を身に付けるには十分な状況にある

とはいえない。また，生徒指導上の諸問題も多岐にわたっており，当校も同様の様相を示している。これら

の課題解決的生徒指導ケースの減少のためには，ケースへの対応も進めつつ，これを生まない予防的生徒指

導と成長を促す生徒指導を積極的に行い，「これからの社会で自信をもって自己実現していける子どもを育

成すること」が大切である。また，課題解決的な生徒指導では，教職員がチームで適切な初期対応を実施す

ることで，重大な事案への出現を防ぐことができる。以上のような積極的な取組は，新潟市で生徒指導に困

難を呈している学校への改善モデルとなると考える。 

 

 ３ 実践内容 

当校では，日々生徒指導案件に追われている。そこで，人間関係の希薄さを解決し，生徒指導問題を未然

に防止するために，『支持的風土の醸成』に力を入れる。これにより，児童は，かかわりを重視しながら，

自分自身と他者をかけがえのない存在として受け入れ「自己肯定感を高める」ことが出来る。また，『学習

活動』においては，何らかの理由で学習の習得困難となっている児童は，自己肯定感を下げる傾向にあるこ

とから，児童全員が参加でき学びのある学習になるようにUDLを基盤に協同的な授業実践をすることで，ス

トレス状態が減りより温かい学級風土が築ける。さらに，学校支援課生徒指導班が示している『自立を促す

生徒指導』の，児童理解に基づいた「ルールとリレーション」とR５年度新たに提案された「いじめの知識

理解授業の実施と道徳授業,いじめの早期発見と適切な初期対応」を展開する。これらの取組により，新潟

市生活・学習意識調査・全国学力学習状況調査における自己肯定感を指標とする項目で肯定的な回答の割合

が増加するとともに，いじめの認知件数が認知感度を下げずに減少するとともに，学校に起因する不登校児

童及び不登校傾向の児童数が減少すると考える。 

具合的には以下の５点を実施する。 

（１） UDLを基盤に，子どもの学習・体力状況に応じた，分かる・楽しい共同的な授業づくり 

（２）多面的な児童理解（傾聴・受容とコミュニケーション，行動観察，同僚や保護者との情報連携，客観

的データの分析)に基づいた生徒指導の実施 

（３）学級力アンケート（特別活動）の実施による自治的生徒指導の実践 

（４）傾聴と共感を軸とした，互いを認め合い，高め合える支持的風土の醸成 

（５）いじめの知識理解授業の展開と道徳授業とチームによる適切な初期対応の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４ 実践計画 

  

実施時期 実施内容（研修会、先進校視察、授業公開 等） 

  

 

４月 

５月 

６月 

８月 

6月～11月 

（研修） 

「児童生徒理解と支持的風土研修」 

「いじめの知識と対応研修」 

「不登校の理解と対応研修」 

「授業と生徒指導の一体化研修」「人権研修」「UDL研修」 

一人一授業実践研修（共同的な学習の実践）    

 

５ 成果 

  いじめの重大事態0件(昨年度0件)，いじめの認知件数91件(昨年度181件)， 

学校に起因する不登校児童数0名(昨年度0名) 

  担任が問題を一人で抱え込まないように，組織的に対応した。早期発見と適切な初期対応を大切にし，

問題が生じた場合には，管理職や学年主任が指揮を執り，担任と関係職員とともにコアチームで迅速な解

決を図ることができた。また，児童へのいじめ理解の授業を4月に実施したことで，児童のいじめに対す

る認識が早期に高まり，認知件数の減少につながった。 

 

全国学力学習状況調査「自分には、よいところがあると思いますか」肯定的評価89.5％ 

新潟市生活・学習意識調査「自分にはよいところがあります」肯定的評価79.8％ 

  「きらり浜っ子の木」（友達が頑張っていることや感心したことを葉っぱ型の紙に書き，玄関入り口の

浜っ子の木に貼る活動）に取り組んだことで，友達のよい行動を意識付けさせるとともに，自己肯定感，

自己有用感を高める一助となった。また，支持的風土を醸成するために，月に1回スキルトレーニングを

各学級で実施し，傾聴態度の育成に向けて取り組んだ。 

 

 ６ 課題 

学校支援課の推進する支持的風土の醸成，自立を促す生徒指導とR5年度より提案された「いじめ知識

理解授業」「いじめの道徳授業」を実施したが，学校支援課が行う研修で事例を発表することができなか

った。今後も引き続き研修を行い，事例を発表できるように実践を積み重ねていく。 

 


